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第１章

チューニング・プロジェクトの概要
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「欧州教育制度のチューニング（Tuning Educational Structures in Europe）」
は、ボローニャ・プロセスを高等教育機関と専門分野のレベルで実現する具体
的な方法の開発をめざして、大学が主導しているプロジェクトである。チュー
ニングは、ボローニャ・プロセスの定める各学位サイクルについて、学習プロ
グラムを（再）設計・開発・実践・評価する方法を示すものである。このアプ
ローチは、すでに世界各地で試行され、その有効性が実証されていることから、
世界的に通用するものと見てよいだろう。

さらに、チューニングは専門分野別の参照基準を開発する基盤としての役割
を果たすことができる。参照基準とは、学習プログラムの等価性や互換性を高
め、可視化するものである。参照基準は、学習成果とコンピテンスの形で表現
される。学習成果とは、学習者がある学習経験を終了した時点で、どのような
知識を習得し、理解し、活用できるようになっていると期待されるかを明示し
たものである。チューニングでは、学習成果は学習者が獲得すべき「コンピテ
ンスの水準」の形で表される。ここでいうコンピテンスとは、認知的・メタ認
知的技能、知識と理解、対人的・知的・実践的技能、および倫理的価値が有機
的に結合したもののことである。こうしたコンピテンスの涵養は、過去数世紀
にわたって蓄積されてきた知識と理解を礎とする、あらゆる学習プログラムの
目標とするところである。コンピテンスはすべての科目をとおして育成され、
学習プログラムのさまざまな段階で測定される。コンピテンスのなかには、専
門分野に関する（専攻に固有の）ものもあれば、汎用的な（どの学位プログラ
ムにも共通する）ものもある。通例、コンピテンスの開発は、学習プログラム
全体をとおして、統合的・循環的に進行する。学習の水準に等価性をもたらす
ために、チューニング専門分野別作業グループは、学位サイクル（水準）指標
を開発した。これらも、コンピテンスの形で表されている。

チューニングでは、3つの学位サイクル・システムを導入することで、教員
本位の方法から学生本位の方法へと転換できると考えている。社会のなかでの
将来の役割にむけて準備をし、能力を身につけなければならないのは、学生自
身である。そこでチューニングでは、学位プログラムで育成・開発すべきもっ
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とも重要なコンピテンスとは何かを明らかにするために、全欧的な協議を組織
して、雇用主、卒業生、大学教員の声を集めた。この協議の成果は、各専門分
野別作業グループによってとりまとめられた参照基準――汎用的・専門分野別
コンピテンス――に反映されている。

チューニングでは、3つの学位サイクル・システムの導入に対応することに
加えて、学生の学習量を算定基礎とする欧州単位互換・累積制度（European 
Credit Transfer and Accumulation System, ECTS）にも注目してきた。チュ
ーニングでは、ECTSが単位の累積と互換によって欧州圏内の学生の移動を容
易にするだけでなく、学習プログラムの設計と開発を容易になると考えている。
とくに、同一学期に開講される複数の科目が学生に要求する学習量を調整して
合理化することを可能にしてくれる。言い換えれば、ECTSによって、教育プ
ロセスの目標を達成するために、学生の時間をどのように活用することが最善
なのかという観点から計画を立案することが可能になるのである。これは、教
員側の時間には制約があり、学生側の時間には基本的に制約がないと想定して
きた従来の観点と異なっている。なお、チューニングの枠組では、学習成果が
達成された場合にのみ、単位が授与される。

学習成果とコンピテンスに重点を置く方法をとるならば、学習プログラムで
用いられている教授・学習・評価の方法もまた、変わらざるをえないだろう。
チューニングでは、特定の汎用的・専門分野別コンピテンスを育成する方法や
最良の実践例も提示している。

最後に、チューニングでは、学習プログラムの（再）設計・開発・実践のプ
ロセスにおける質の重要性を強調している。そして、このプロセスの各段階に
おいて、質向上を実現するための方法を開発してきた。また、各教育機関によ
るプログラムの質向上にむけた努力を支援するために、多数のツールを開発し、
優れた実践例を紹介してきた。

チューニング・プロジェクトは、2000年にスタートし、欧州委員会から財政
的・理念的に強力な支援を受けてきた。そして今日では、ボローニャ宣言参加
国のほとんどで実施されているのである。
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チューニングの事業は、ボローニャ・プロセスに参加しているすべての国と
主だった組織から全面的に承認されている。2003年9月のベルリンでの「ボロ
ーニャ検証会議（Bologna follow-up conference）」では、学位プログラムがボ
ローニャ・プロセスで中心的な役割を果たすものと確認された。ベルリン・コ
ミュニケの基礎にある概念枠組は、チューニングの方法と完全に一致している。
そのことは、コミュニケの言葉使いにも現れている。すなわち、学位は、学習
量、水準、学習成果、コンピテンス、プロフィールの各領域において規定され
るべきだと、関係閣僚が提言したのはその例である。

ベルリン会議に続いて、ボローニャ検証グループは、包括的な欧州高等教育
圏資格枠組（Framework for Qualifications of the European Higher Education 
Area, EQF for HE）の策定を主導した。この枠組は、概念においても、用語
においても、チューニングと完全に一致しており、2005年5月のベルゲンでの
ボローニャ検証会議で採択されている。欧州高等教育圏資格枠組は、質保証共
同イニシアティブ（Joint Quality Initiative, JQI）とチューニング・プロジェ
クトの成果を活用したものである。JQIとは、高等教育専門家の非公式なグル
ープによる取り組みであり、学位サイクル間の違いを、広範で一般的な形で明
示するための一連の指標を開発してきた。この指標は、一般に「ダブリン指標

（Dublin descriptors）」として知られているものである。当初から、JQIとチュ
ーニングは相補的な取り組みとみなされてきた。JQIは学位サイクルの一般的
な等価性に注目しているのに対して、チューニングは各学位プログラムの内容
を専門分野別にとらえようとしているからである。これら3つのイニシアティ
ブ（EQF、JQI、チューニング）が共通して重視している目標は、欧州の高等
教育の透明性をより高めることである。この意味においてEQFの意義はとく
に大きい。各国が資格枠組を構築するにあたって、学習成果、コンピテンス、
および単位を基礎にする指針を提供しているからである。なお、EQFとチュ
ーニングに類似点があることも確認することができる。すなわち、高等教育と
社会との間で対話を開始・継続することを重視し、専門的協議の意義を認識し
ている点である。EQFの場合は高等教育全般に関して、チューニングの場合
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は学位のプロフィールに関して、その特徴をみることができる。
2006年夏に、欧州委員会は「欧州生涯学習資格枠組（European Qualification 

Framework for Life Long Learning）」を発表した。その目的は、あらゆる種類
の学習を一つの包括的な枠組でとらえることにある。欧州高等教育圏資格枠組
と欧州生涯学習資格枠組では、依拠する概念が異なっているものの、両者とも
チューニングの方法と完全に一致している。というのも、他の二つと同様に、
生涯学習に関するイニシアティブも、コンピテンスの水準の開発の度合いに注
目するものだからである。チューニングの観点からは、二つのイニシアティブ
は、統一的な欧州教育圏がさらに発展していくうえで重要な意味と役割をもつ
ものと考えられる。

本書には、チューニング・プロジェクトで作成した文書のうち、主だった大
綱的なものを収めている。これらの文書は、先述の諸課題についてチューニン
グのメンバーがどのような合意に到達したかを明らかにしている。本書のどの
章も、より大部のチューニング第1期、およびチューニング第2期の報告書です
でに公表している。これらの報告書は、チューニングのウェブサイト

（http://www.unideusto.org/tuningeu/）に掲載している。もっとも、本書を
新たに編纂するにあたって、各章には改訂・更新を行っている。

さらに、チューニング・プロジェクトの対象となっている各専門分野につい
て、個別の手引き書も発表している。これらの専門分野別の手引き書では、チ
ューニング・プロセスにおいて定義した参照基準にもとづいて、各専門分野の
一般的な説明を行っている。とくに、ボローニャ・プロセスに定められた3つ
の学位サイクル・システム（学士、修士、博士）のうち、最初の2つの学位サ
イクルに注目している。第3学位サイクルに関するより詳しい情報は、一般的
なものも専門分野別のものも、『チューニング・ジャーナル』の第1巻に収録し
ている。

われわれは、本書所載の資料が、ボローニャ・プロセスの導入を考えるあら
ゆる高等教育機関にとって、大いに役立つことを願っており、またそうなるこ
とを信じている。高等教育機関が、社会の今日的なニーズに対応するために、
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高等教育プログラムを適応させたり、新たに創設したりする際、本書が最適の
ツールを探し当てて活用する助けとなることを願っており、またそうなること
を信じている。

2006年12月

チューニング運営委員会　
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第２章

チューニングの方法

本章の執筆者は、ゴンサレス（González, J.）およびワーヘナール（Wagenaar, 

R.）である。
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チューニングのモットー：
多様性と自律性の基盤のうえに、教育制度と学習プログラムを調和（チ

ューニング）させること

2.1　はじめに

チューニング・プロジェクトはその枠組のなかで、カリキュラムを理解し、
それらを比較可能にする方法を設計してきた。そして、各専門分野における議
論を整理するために、この方法に関する次の5つの項目を掲げている。

　1） 一般的コンピテンスないし汎用的技能
　2） 専門分野別コンピテンス
　3） 単位累積制度としてのECTSの役割
　4） 学習・教授・評価の方法
　5）  教育プロセスにおける質向上の役割（教育機関内部の質改善への気運を

基盤とするシステムの必要性）

チューニングの第1期に重視したのは、最初の3つの項目である。第4、第5の
項目は、第2期（2003 ～ 2004年）に注目した。第3期には第3学位サイクル（博
士課程）、およびチューニングの方法を高等教育機関の教育実践の全体、ある
いはとくに専門分野別に導入する方策の開発に重点を置いた。

上記の方法を開発するにあたっては、いずれもあらかじめ設定しておいた作
業手順にしたがった。まず出発点として、全欧レベルで最新の状況を把握すべ
く情報を収集した。この情報は、現在では9つの分野に達している専門分野の
専門家チームによって検討・議論された。チューニング・プロジェクトにおけ
る理解、文脈、結論が全欧的に妥当とみなされるものになったのは、何よりこ

チューニングのモットー：
多様性と自律性の基盤のうえに、教育制度と学習プログラムを調和（チ

ューニング）させること



第２章　チューニングの方法

25

の専門家チームが、関連の各欧州ネットワークの検証を受けながら努力した結
果である。これら5つの方法は、互いに相まって、大学が自らの自律性を損わ
ずにカリキュラムを「調和（tune）」させることを可能にする。同時に、大学
のもつ教育革新の力量も刺激されるはずである。

2.2　チューニング・モデル

加えて、チューニング・プロジェクトでは、高等教育機関が単独もしくは共
同で運営するカリキュラムを設計・導入・実施する際に参考となるモデルを開
発した。以下は、学習プログラムの設計プロセスの主な手順である。これは、
教育機関が単独で行う学習プログラムにも、（国際的な）共同プログラムや共
同学位をもつ学習プログラムにもあてはまる。

1）基本的条件を充足すること
1.1）	すべての学習プログラム
⃝その学習プログラムに対する社会的ニーズが、地域・国内・全欧の各レ

ベルで確認されているか。それは、利害関係者（雇用主、専門家、専門
団体）の協議にもとづいて確認されているか。

⃝学術的観点から、その学習プログラムは十分に意義深いものといえるか。
共通の参照基準が定義されているか。

⃝その学習プログラムに必要な資源が、関係する教育機関（パートナー）
の内部、もしくは必要な場合に応じて、外部からも調達可能か。

1.2）	複数の教育機関による国際的学位プログラムの場合
⃝関係する教育機関からの積極的な参加は確約されているか。それはどの

ような根拠によるか。（公式の）学術協定や戦略的提携によるか。
⃝その学習プログラムが各関係国で法的に承認される十分な保証があるか。
⃝学習量を算定基礎とするECTS単位にもとづいて設計される学習プログ

ラムの修了年限について、合意がなされているか。
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　2）	 学位プロフィールを定義すること。
　3）	� 学習プログラムの目的と、習得すべき学習成果（知識・理解・技能・能

力の観点から）を記述すること。
　4）	� 学習プログラムをとおして獲得されるべき一般的、専門分野別コンピテ

ンスを特定すること。
　5）	� カリキュラムへ具体化すること：教育内容（取り上げるべき学習テー

マ）と構造（モジュールと単位）。
　6）	 定義された学習成果の達成にむけて科目や教育活動へ具体化すること。
　7）	� 教授・学習アプローチ（方法、技法、様式の種類）、評価方法を決定し、

必要な場合には、教材を開発すること。
　8）	 不断の質向上のためのカリキュラム評価システムを開発すること。

このプロセスを示したのが、図2.1である。
　

THE TUNING DYNAMIC QUALITY
DEVELOPMENT CIRCLE

学位プロフィールの定義 活用できる
資源の特定

プログラム設計に係る学習成果・
コンピテンスの定義

プログラムの質向上

評価方法の選定 教授・学習アプローチの選定

カリキュラム
編成：
内容と構造

図2.1　チューニング質向上のためのダイナミックな循環

Tuning
Educational Structures
in Europe

カリキュラム
評価と改善
（フィードバッ
クとフィード
フォワードに
もとづいて）
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このモデルは次の考え方を前提としている。すなわち、学習プログラムの質
向上は、教育実践に対する反省的フィードバックだけでなく、社会や当該学問
分野における変化を考慮した「フィードフォワード」に依拠していなければな
らない。この考え方は、図2.1の中央部の漸進するように描かれたループ（「プ
ログラムの質向上」）で表現されている。

2.3　欧州単位互換・累積制度（ECTS）

チューニングがもたらしたもっとも重要な革新の一つは、学習成果とコンピ
テンスを学習量を算定基礎とするECTS単位制度と関連づけたことである。チ
ューニング第1期では、活動の一環として、ECTSの新たな概念を開発するこ
とが必要となった。その結果、欧州単位互換制度を欧州単位互換・累積制度に
転換することになったのである。これによって、単位は相対的な価値をもつも
のから、学習成果に関連づけられた絶対的な価値をもつものになった。この新
しいECTSの制度では、単位は各科目・モジュールにおいて習得することが望
ましいとみなされ、学習成果を完全に達成した場合に授与される。その基本方
針と特徴については、「教育制度、学習成果、学習量、ECTS単位の算定

（Educational Structures, Learning Outcomes, Workload and the Calculation 
of ECTS Credits）」という文書で示している。なお、この文書は、2004年夏に
欧州委員会によって発行された「ECTS利用者ガイド」1の基礎となったもの
である。

2.4　学習成果とコンピテンス

2つないし3つの学位サイクル・システムを導入するとき、既存の学習プログ
ラムのうち、サイクルの概念にもとづいて設計されていないものには、すべて
手を加える必要がある。実際には、これらのプログラムは根本的に再設計しな
ければならない。サイクル・システムでは、個々のサイクルを一つの完結した
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実体とみなすべきだからである。つまり、最初の2つの学位サイクルは、第3学
位サイクルへの進学の前段階をなす一方で、労働市場にも接続していなくては
ならない。そこに、コンピテンスの概念を用いて学習成果を定義する意味があ
る。

チューニングでは、学習成果とコンピテンスを区別している。これは、主役
である教員と学生・学習者の役割が相異なることを明らかにするためである。
学習プロセスにおいて習得することが望ましい学習成果は、教員が内外の利害
関係者の意見をふまえて、できれば学生側の代表とも協議しつつ設定するもの
である。一方、コンピテンスは、学習プロセスを通じて学生・学習者が獲得し
たり開発したりするものである。換言すれば、この二つの概念は以下のように
定義することができる。

⃝学習成果とは、学習者が学習を終了した時点で、何を知り、理解し、活用
できるようになっていると期待されるかを詳述したものである。これは、
単一の科目やモジュールに対応する場合もあるし、第1、2、3学位サイク
ルのように、一定の学習期間に対応する場合もある。学習成果は、単位取
得の必要条件を規定するものである。

⃝コンピテンスとは、知識、理解、技能、能力が有機的に結合したものであ
る。コンピテンスの涵養こそ、学習プログラムの目的である。コンピテン
スは種々の科目で育成され、さまざまな段階で評価される。

コンピテンスは、専門分野別コンピテンスと一般的コンピテンス（汎用的技
能）に分けることができる。チューニングでは、大学における学位プログラム
の基礎として、専門分野別コンピテンスを育成することの重要性を十全に認め
ているが、他方で一般的コンピテンスと汎用的技能の育成にも時間と労力をむ
けるべきだと強調してきた。後者は、雇用可能性と市民性という観点から、社
会のなかで果たすべき役割にむけて学生を教育するうえで、いよいよ重要にな
りつつある。
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チューニングでは、一般的コンピテンスを3つに分類している。

⃝道具的コンピテンス：認知能力、方法論的能力、技術的能力、言語能力
⃝対人的コンピテンス：社会的技能（社会的交流・協調）などの個人の能力
⃝統合的コンピテンス：システム全体に関わる能力・技能（理解・感性・知

識の総体。ただし、このコンピテンスの獲得には、道具的コンピテンスお
よび対人的コンピテンスを先に身につけておく必要がある）

チューニング第1期の取り組みの一環として、関係の学問分野のそれぞれに
ついて、もっとも重要な一般的コンピテンスとは何かを明らかにするため、卒
業生、雇用主、大学教員を対象とする大規模な協議の場が設けられた。何を最
重要の一般的コンピテンスとみなすかについては、専門分野ごとに若干の相違
があったが、大部分のコンピテンスについて驚くべき意見の一致がみられた。
どの専門分野でも、分析・統合する能力、学習する能力、問題解決能力のよう
な典型的な学術的コンピテンスが、重要なものとしてあげられていた。なかで
も卒業生と雇用主は、その他の一般的コンピテンスも雇用可能性を高めるうえ
で重要であると、驚くほど異口同音に主張した。たとえば、知識を実践に応用
する能力、新しい状況に適応する能力、質への配慮、情報処理技能、自律的に
仕事をする能力、チームワーク、整理・計画する能力、母語による口頭・筆記
コミュニケーション、対人的技能である。卒業生と雇用主はまた、上述の各種
のコンピテンスのなかには、他よりも有益であり、より高度に育成されている
ものもあると結論づけた。そして、学生を将来の職業生活にむけて準備する観
点から、一部の一般的コンピテンスをとくに重視すべきだと強調した。この大
規模の協議の結論については、次章で詳細に取り上げる。

専門分野別コンピテンスは、チューニング・プロジェクトの一環として、す
でに9つの専門分野で定義されている。つまり、経営学、化学、教育学、欧州
学、歴史学、地球科学、数学、看護学、物理学である。また、特定の専門分野
に焦点をあてたテーマ別ネットワーク（thematic networks）が増えつつあり、
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そこでもコンピテンスの定義が進んでいる。その成果は、チューニングの専門
分野別グループやテーマ別ネットワーク等の編纂による個別の冊子で公表され
ている。コンピテンスを定義する方法は、それぞれの専門分野の構造が違うた
めに、グループごとに異なっていたが、結果を得るためにとられた手続きは、
いずれの専門分野も似通っていた。議論を重ね、知識を共有し、各国で当該専
門分野がどう学ばれ、教えられているかを把握することで、その専門分野の核
心をなすのは何かについて理解が深められ、合意が形成されたのである。その
結果、数々の文書が作成された。もっとも、これらは暫定的な作業文書であり、
今後いっそう深められ、修正されるべきものである。

チューニングでは、コンピテンスをあくまでカリキュラムを設計して評価す
るための参照基準として示しており、決して無理矢理に型にはめるためのもの
ではない。カリキュラム編成での柔軟性と自律性は十分許容されている。コン
ピテンスは、さまざまなカリキュラムが、それぞれ何をめざしているかを説明
するうえで、共通の言葉を提供するものなのである。
　

Learning outcomes:
different pathways leading to
comparable results

図2.2　学習成果：同等の結果に至る多様な経路

第2学位サイクルの学習成果

多様な経路：
（60）90～120 ECTS単位

第1学位サイクルの学習成果

多様な経路：
180～240 ECTS単位

多様性の許容

Tuning
Educational Structures
in Europe
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学習成果を用いることで、伝統的な方法で学習プログラムを設計する場合よ
りも、より高い柔軟性が可能になる。同等の学習成果を達成するのに、さまざ
まな経路がありうるということが明らかになるからである。その学習成果が、
他の学習プログラムに盛り込まれていたり、次の学位サイクルに進学する前提
だったりすることも理解しやすくなる。学習成果を用いても、他の教育機関、
他の教育文化の自律性は十全に尊重される。それゆえ、学習成果を用いること
で、国際的、欧州的、国内的、学内的な多様性が許容されるばかりでなく、あ
る学習プログラム内においても多様性が可能になるのである。このことを図示
したのが、図2.2である。

2.5　学生本位の原則

学習成果とコンピテンスを用いることは、学習プログラムと、その科目・モ
ジュールを学生本位でアウトプット志向なものにするうえで不可欠である。つ
まり、学習プロセスで学生がどのような中核的な知識・技能を習得しなければ
ならないかという観点こそが、学習プログラムの内容を決定する根拠となるの
である。学習成果とコンピテンスは、市民性と雇用可能性の育成という観点か
ら、専門分野の要請と社会の要請の両方を重視するものである。今日でも、学
習プログラムのなかには教員本位、つまり実際面でいえばインプット志向のも
のが少なくない。こうした学習プログラムは往々にして、教員の側の関心の所
在と専門性を反映したものになるので、結果的に、科目間の関連が弱く、バラ
ンスが不十分で効果の乏しいものになる懸念がある。チューニングではむろん、
教員の専門性を最大に活用することがいかに重要かは十分認識している。しか
し、だからといって、教員の側の事情が学習プログラムを支配してはならない。

アウトプット志向の学習プログラムでもっとも重要なのは、学位・資格プロ
フィールである。このプロフィールは、教員が決定し、しかるべき当局が承認
する。このプロフィールは、社会――実際には学会という内部の利害関係者、
および雇用主（団体）、卒業生、専門団体等の外部の利害関係者――によって
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確認・承認されたニーズにもとづいて作成されるべきものである。これら利害
関係者はすべて、一般的・専門分野別コンピテンスのいずれをどの程度重視す
べきかを決定する際に、発言権をもつべきである。たしかに、学習プログラム
はどれも独自なものであり、教員の創造的な判断と選択の所産ではあるが、他
方で教員は、当該の専門分野の根幹をなす特徴もやはり考慮に入れなければな
らない。換言すれば、経営学プログラムを経営学プログラムたらしめる特徴を
無視してはならないということである。チューニングでは、それぞれの専門分
野について、教員グループがこうした特徴を定義した。これを受けて、大部の
報告書の内容を共通の書式に落とし込んで整理した学習成果の要約、いわゆる
テンプレートが作成された。

学位サイクル・システムでは、どのサイクルについても、コンピテンスの形
で表した独自の学習成果を定義すべきである。これを図示したのが図2.3であ
る。

先述したように、学習成果は、学習プログラムについても、また個々の科

Learning outcomes and
competences in study
programmes

図2.3　学習プログラムにおける学習成果とコンピテンス（1）

学位プロフィール

汎用的コンピテンス・専門分野別コンピテンスとして
定義された第2学位サイクルの学習成果

第2学位サイクル

第1学位サイクル

学位プロフィール

科目 科目

汎用的コンピテンス・専門分野別コンピテンスとして
定義された第1学位サイクルの学習成果

Tuning
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目・モジュールについても設定する。個々の科目の学習成果の総和が、学習プ
ログラム全体としての学習成果となるわけである。コンピテンスについても、
おおむね同じことがいえる。コンピテンスは漸進的に育成されるものである。
つまり、学習プログラム内の各段階に配置される種々の科目・モジュールにお
いて育成される。したがって、学習プログラムの設計にあたっては、どの科目
で具体的にどのコンピテンスを育成するのかを決定しなければならない。科
目・モジュールの規模にもよるが、チューニングでは、一つの科目・モジュー
ルに学習成果として盛り込むコンピテンスは6 ～ 8個が上限だと考えている。
なかには、学習プログラムをとおして暗黙のうちに育成することのできるコン
ピテンスもあるかもしれないが、実際に評価することのできるコンピテンスだ
けを明示的に掲げるべきである。図2.4では、科目・モジュールの間でコンピ
テンスを配分する方法について、一つの例を示している。

先述のごとく、チューニングにおける学習プログラムの設計は、関連性の弱
い科目を寄せ集めるだけのものではない。プログラムはそれ自体、一つの実体

Tuning
Educational Structures
in Europe

科目1
科目2
科目3
科目4

A

○

○

B
○

○

C

○

D

○

E
○

F

○

コンピテンス
科目／学習成果

コンピテンスの配分例

「○」は、このコンピテンスが、この科目のなかで育成され、評価され、学習成果として
 示されていることを表している。

G

○

H I

○

J

○

図2.4　学習プログラムにおける学習成果とコンピテンス（2）

Learning outcomes and
competences in study
programmes
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なのである。それゆえ、より包括的な方法が求められる。学生本位・アウトプ
ット志向なプログラムでは、どの科目も、何らかの形で互いに関連しあってい
る。このことが、専攻の要素、学習プログラムの中核部分を構成する科目・モ
ジュールについてあてはまるのはもちろんのことだが、副専攻や選択科目につ
いてもあてはまるのである。プログラムが綿密に設計されている場合、副専攻
や選択科目は、学習プログラムのプロフィールを強化するものとなる。

チューニングの考えでは、学習プログラムは、何層も重なった大きなケーキ
にたとえることができる。そこでは、どの部分も垂直、水平を問わず、互いに
関連しあっている。より正式な教育学用語を使うなら、個々の科目・モジュー
ルの学習成果は、他の科目・モジュールで達成されるべき学習成果と十全に関
連しあいながら、総和としてプログラム全体の学習成果、コンピテンスの水準
の達成につながるのである。この考え方を図示したのが、図2.5である。

このモデルでは、コンピテンスという形で表した学習成果が漸進的に達成さ
れる様子が想定されている。どの科目も、カリキュラム全体のなかで役割をも

第6学期

第5学期

第4学期

第3学期

第2学期

第1学期

60 ECTS単位

60 ECTS単位

60 ECTS単位

科目

図2.5　第1学位サイクル・プログラム
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っている。カリキュラムは、60単位ずつの3期に分かれており、それぞれがさ
らに二分されている。これは、学期ごとにプログラムが進行する伝統的な方式
である。しかし、他の選択肢もあることが示されている。たとえば、もし履修
要件上可能なら、学生は垂直方向に2科目（図ではケーキ2切れ）を履修するこ
とで、プログラムの一部をより深く勉学することができる。外国語を学ぶ学生
が、正式な履修順序とは異なって、まず言語コンピテンスを身につけ、しかる
後に文学や言語学に集中する事例を想像することができよう。あるいは、他の
学習プログラムにおいて履修順序にそって履修した科目が、この学習プログラ
ムでは離れて配置されていたとしても、事前承認にもとづいて独自の履修順序
に組み込むことも可能である。生涯学習の文脈や、より柔軟性の高いプログラ
ムにおいて、この仕組みはきわめて重要であると考えられる。

ボローニャ・プロセスの主たる目的の一つは、種々の学習プログラムや学位
プログラムの比較可能性と互換性を高めることである。この目的は、水準、学
習成果、コンピテンス、ECTS単位の概念を活用することで大いに推進できる。
さらに一歩進めるためには、学習プログラムの設計にあたって科目を等しい規
模にする必要がある。学習プログラムのモジュール化をはかることによって、
透明性が高まり、学生移動と相互認定が推進される。さらに、学生にとって、
勉学しやすくなることも期待できる。学生の学習量をプログラムの各段階に均
等に配分する仕組みが導入されるからである。

2.6　水準

学位サイクルの概念を用いるなら、自動的に水準の概念の導入も必要となる。
水準には、学位サイクルそのものの水準と、学位サイクル内の水準がある。ど
ちらの水準にも、水準指標（level descriptors）を適用することができる。ボ
ローニャ・プロセスの一環として、いわゆる「質保証共同イニシアティブ

（Joint Quality Initiative, JQI）」とよばれる専門家グループが、各学位サイク
ルについて分野共通の指標を開発した。これは「ダブリン指標」とよばれるも
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のである。このサイクル指標は、今では報告書『欧州高等教育圏資格枠組（A 
Framework for Qualifications of The European Higher Education Area）』の
一部として、欧州各国の教育大臣の承認をうけている。チューニングとJQIは、
方法において完全に一致しており、相補的である。

サイクル指標は、実のところ学位サイクルの水準を示す指標であるため、チ
ューニング・プロジェクトとしては、これらをサイクル水準指標と名づけ、中
間・下位段階の水準指標と区別すべきだと提唱している。チューニングでは、
プロジェクトに参加している専門分野それぞれについて、第1・2学位サイクル
のサイクル水準指標を開発した。学位サイクル内の水準指標についても、開発
の可能性を議論してきたが、まだ合意を得るにいたっていない。たとえば、大
学の第1学位サイクルのプログラムでは、基本、中級、上級の3つのサイクル内
水準を設定できるのではなかろうか。第2学位サイクルについては、サイクル
内水準を上級と専門に区別することができるだろう。

注記
1.	 ECTS利用者ガイド（ECTS Users’ Guide）については以下のウェブサイトを参照。

http://europa.eu.int/comm/education/socrates.ects.html.
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第７章

チューニング用語の解説 
（2006 年 11 月）
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評価（assessment）
科目やモジュールのなかで、学習者の達成度を評価するために用いられる多

様な方法の総体。たとえば、記述・口頭・実験・実技による試験やテスト、プ
ロジェクト、実演、ポートフォリオ等が含まれる。こうした評価は、学習者が
これまでの実績にもとづいて自らの進捗状況を評価して改善できるようにする
ために行われることもあるし（形成的評価）、教育機関が科目やモジュールの
学習成果を学生が達成したかどうかを診断するために行われることもある（総
括的評価）。
【参照】継続的評価、目標に準拠した評価

評価基準（assessment criteria）
学習者が何を、どの水準までできるようなることが期待されているかを記述

したもので、学習成果が習得されたかどうか、どの程度習得されたかを明らか
にするために設定されている。評価基準は通常、各専門分野で履修されている
モジュールに係るサイクル指標、水準指標に対応している。学生には、授業科
目一覧等の文書で、所期の学習成果やシラバス等とともに、科目の開講時に周
知されることが多い。

コーホート・学年（cohort or class）
学位プログラムや科目の履修を同時に開始した学生集団。

コンピテンス（competences）
コンピテンスとは、認知的・メタ認知的技能、知識と理解、対人的・知的・

実践的技能、および倫理的価値が有機的に結合したものを意味する。こうした
コンピテンスの涵養は、あらゆる教育プログラムの目標とするところである。
コンピテンスはすべての科目をとおして育成され、プログラムのさまざまな段
階で評価される。コンピテンスのなかには、専門分野に関する（専攻に固有
の）ものもあれば、汎用的な（どの学位プログラムにも共通する）ものもある。
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通例、コンピテンスの開発は、プログラム全体をとおして統合的・循環的に進
行する。

教授時間（contact hour）
教員が学習者や学習者のグループと対面しながら教授・学習活動に取り組む、

45 ～ 60分を単位とする時間。

継続的専門性開発・教育
（continuing professional development/education）

継続的専門性開発は（CPD）は、職に就いている人が職業生活で求められ
る知識や技能を維持・向上・拡充させ、個人的資質を高める手段である。上級
の学位プログラムを正規に履修することを望む人もいれば、学習上・職業上の
関心に対応する特定のモジュールや科目を履修することを選択する人もいる。
【参照】生涯学習

継続的評価（continuous assessment）
最終試験にもとづくのではなく、プログラムや科目の全体をとおして、学習

の取り組みが評価される仕組み。通常、個々の評点が、科目、学年、プログラ
ムの最終的な総合得点や総合評価に反映される。

収斂（convergence）
収斂とは、共通の目標を達成するために、一般的な方針が自発的に承認され、

採用されることを意味する。ボローニャ・プロセスでは、各国の教育制度の構
造上の収斂がめざされている。チューニング・プロジェクトでは、収斂が可能
なことを探りつつ、大綱的な共通枠組にもとづいて、実践の多様性を尊重しな
がら知識の共有化をはかっている。



180

コース（course）
プログラムや科目（course unit）と同義に使われることが多い。チューニン

グでは、学位につながる完全な学習プログラムを表す用語としてプログラムを
用い、プログラムのなかの構造化された教授・学習の単位を表す用語として科
目を用いている。

科目（course unit）
自律的で、制度的に構造化された学習経験。獲得すべきコンピテンスの形で

整合性をもって明文化された一連の学習成果、および適切な評価基準に裏づけ
られている必要がある。科目の単位数は任意であるが、科目ごとに統一的な数、
ないしその倍数が割り当てられていることが望ましい。科目は、卒業論文や該
当する場合における職場実習とともに、プログラムの構成要素となっている。

科目履修（coursework）
科目履修とは、科目やモジュールの要件としての学習活動をさし、通常は評

価の対象となっている。

単位（credit）
学生の学習量を、ある学習成果を習得するために必要な時間数として測定す

る際の「通貨（currency）」である。単位は、教員と学生が、学習成果の習得
と時間数に換算される学習量にもとづいて、学習の量と水準を測定することを
可能にする。

単位は、学習者によって所期の学習成果が特定の水準で達成されていること
が確認された場合、それが科目の履修だけでなく、実務経験や過去の学習経験
をとおして達成された場合でも、授与することができる。単位は通常、いった
ん取得すれば、剥奪されることはない。もっとも、単位が学位プログラムの一
部として認められるためには、一定期間内に取得されなければならないと規定
している特殊な場合もある。これはたとえば、情報学や医学など、知識と技能
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が急速に発展している専門分野に該当する。
【参照】学生の学習量、所期の学習成果

単位の累積（credit accumulation）
単位の累積とは、学位プログラムを履修するプロセスにおいて、単位を収集

する営みをさす。単位累積制度では、学位プログラムまたはその一部を成功裏
に修了するためには、プログラムの要件にもとづいて、所定の単位数を取得し
なければならない。単位は、要件となる学習成果の習得が評価にもとづいて確
認された場合に限って、授与され、累積される。学習者は単位累積制度を活用
して、職場での学習や、大学内や大学間の異なるプログラムで取得した単位を
移転したり、「償還（cash in）」したりすることができる。単位は、同一の機
関の異なるプログラム間、同一の国の異なる機関間、あるいは国家間で互換性
をもつ（通常、移転することのできる単位が全体に占める割合には上限があ
る）。このプロセスによって学習者は、学位取得に直結しなくても、個別の科
目やモジュールを学習することができ、大学は、学生が学位授与に至るプログ
ラムを完全に修了しなくても、中間学位を授与できるようになる。いずれの場
合も、他で取得した単位を学位の要件である学習の一部として認めるかどうか
は、学位を授与する側の大学の判断に任せられる。

単位の水準（credit level）
ある科目やモジュールにおける学習および学習者の自律性に対する相対化さ

れた要求の指標。学習の複合性と深度にもとづいて規定されることが多く、学
習の年次（3年プログラムの1・2・3年次）や学習内容の種類（基礎・中級・上
級）と関連づけられている場合もある。

目標に準拠した評価（criterion-referenced assessment）
この評価の形態では、特定の成果（知識・理解・技能・能力・態度）が、評

価によって「合格」する基準として明示されている。目標に準拠した評価は、
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所期の学習成果や「最低水準」に関連する評価である。ノルムに準拠した評価
（相対評価）では通常、学習者はコーホート内における相対的位置づけにもと
づいて評価される。後者だけを用いる評価は、コンピテンスにもとづくカリキ
ュラムの評価としてはふさわしくない。

学位サイクル（cycles）
欧州の高等教育の資格はすべて、3つの学位サイクルのなかに位置づけられ

ている。ボローニャ宣言では、「学部と大学院という主だった二つの学位サイ
クルから構成されるシステムを採択する」ことが、その目標の一つに掲げられ
た。今日では、博士課程が第3の学位サイクルとして、ボローニャ・プロセス
の構造に含まれている。

サイクル（水準）指標（cycle（level）descriptors）
3つの学位サイクルのそれぞれに期待される成果の大枠に関する一般的記述。

一般的なサイクル指標の代表的な事例として、たとえば共同質指針（Joint 
Quality Initiative, JQI）という専門家グループによって開発された、いわゆる

「ダブリン指標」があげられる。この指標は、ECTSとならんで、欧州高等教
育圏の資格枠組の基盤の一つとしての役割をはたしてきた。
【参照】ダブリン指標、欧州資格枠組、水準指標

学位（degree）
定められた学習プログラムを修了したのちに、高等教育機関より授与される

正式な資格。単位累積制度のもとでは、一連の定められた学習成果を習得する
ことで授与される単位を一定数累積することで、プログラムは修了する。

学位プロフィール（degree profile）
学位プログラムや資格の特徴を詳述したもの。それはプログラムの具体的な

目標、学問体系やテーマ研究（thematic studies）の全体像における位置づけ、
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職業社会との関係等にもとづくプログラムの主たる特色を明らかにするもので
ある。新しい学位プロフィールの導入は通常、社会のニーズ、専門分野のニー
ズ、およびプログラムを設置するために動員することのできる経済的・人的資
源の分析の結果にもとづいて判断されるべきである。

学位証書添付資料（diploma supplement）
学位証書添付資料とは、資格に係る正式な文書に添付される書類であり、国

際的に承認された共通の書式にもとづいて、学修に関する詳細な情報を提供す
るものである。この書式は、欧州委員会、ヨーロッパ審議会、およびユネスコ
欧州高等教育センター（UNESCO/CEPES）によって作成されたものであるが、
透明性と等価性を確保する観点から、そのまま採用することが重要といえる。

博士号・博士の学位（doctorate or doctoral degree）
第3学位サイクルを修了したのちに授与される資格。独創的な研究成果が相

当量要求され、通常それは、学位論文として発表される。

ダブリン指標（Dublin descriptors）
ダブリン指標とは、ボローニャ・プロセスの各学位サイクルを修了したこと

を表す各学位に対応する達成度や能力に関する典型的な期待を、非常に一般的
に記述したものである。一般的な水準指標は、第1学位サイクルに含まれる短
期サイクル、および第1・2・3学位サイクルについて開発されている。コンピ
テンスの水準として示される一連の基準から構成されており、サイクル間の違
いを大綱的かつ一般的な形で示すことを可能にしている。次の5つの基準が示
されている。

⃝知識と理解の習得
⃝知識と理解の応用
⃝知識にもとづく判断や選択を行うこと
⃝知識や理解を伝達すること
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⃝継続的に学習すること
ダブリン指標は、質保証共同イニシアティブ（Joint Quality Initiative, 

JQI）と呼ばれる国際的な専門家のグループによって開発された。JQIとチュ
ーニングの取り組みは相補的であると、双方の関係者によって考えられている。

欧州単位互換・累積制度
（European Credit Transfer and Accumulation System, ECTS）

欧州単位互換・累積制度（ECTS）は、学習プログラムの目標を達成するた
めに必要な学生の学習量、およびフルタイムの学生による1年間の学習量が60
単位に相当するという原則にもとづく、学生本位の単位制度である。欧州のフ
ルタイムの学習プログラムにおける学生の学習量は通常、年間1,500 ～ 1,800時
間に相当する。単位は、正式な計画にもとづいて配分されている。学習プログ
ラムが、通常の年度の長さを正式に超過する場合は、追加の単位を配分するこ
ともできる。これはとくに、第2学位サイクルのプログラムに該当する場合が
ある。50 ～ 52週分（夏季休業なし）のフルタイムの学習を要請する「通年」
プログラムには、学習成果とそれに対応する学習量に応じて、75単位まで配分
することができる。

ECTSは、単位の累積と互換によって、全欧的な学生の移動を促進する制度
であると同時に、とくに同時期に開講される複数の科目が学生に求める学習量
の全体を把握するという意味で、プログラムの設計と開発を促進する制度でも
ある。

欧州資格枠組（European Qualifications Framework, EQF）
欧州資格枠組（EQF）は、欧州各国（あるいは学校種別）の教育資格枠組

とそこに含まれる資格の関係を明らかにする超国家的な枠組である。それは各
国の枠組間の対応関係を明らかにする仕組みといえる。

現在、二つの欧州資格枠組が存在する。一つは、高等教育に注目するもので
あり、ボローニャ・プロセスの一環として手掛けられた。もう一つは、教育段
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階のすべてに焦点をあてるものであり、欧州委員会によって手掛けられた。第
一の枠組は、欧州高等教育圏資格枠組、略称EQFとよばれるものである。第
二の枠組は、高等教育を含むすべての教育段階に関わるもので、生涯学習のた
めの欧州資格枠組、略称EQF-LLLとよばれるものである。

欧州高等教育圏資格枠組は、ボローニャ・プロセスに参加している45か国に
よって採択されているシステムであり、次の目的をもつ。

⃝欧州全域の学習者（市民・雇用主等）が、各国、各地方、各地域における
欧州高等教育資格の全体像と関係性について理解できるようにすること。

⃝欧州高等教育の制度内および制度間で、アクセス・柔軟性・移動・協働・
透明性・認定・統合（連関）を促進すること。

⃝教育プログラムの内容と実施のあり方に関する多様性を保護することで、
各国、各地方、各地域、各機関の学術的自律性を保護すること。

⃝欧州高等教育の競争力と効率性を向上させること。
【参照】国家資格枠組

試験（examination（exam））
通常、一定の時点（たとえば、学期中や期末）や、プログラム、モジュール、

科目の最後に実施される、正式な筆記式テスト、または口頭試問。

評価／カリキュラム評価（evaluation）
専門分野学部、関連する学位プログラムにおける学術の教授・学習の評価に

は、質、目的への適合性、目的の適合性を評価することをめざすすべての活動
が含まれる。教育・訓練の長所・短所は、質の持続可能性を保証するために実
施されている現状把握・分析・提案から読み取ることができる。評価は内部手
続き、外部手続きのいずれによっても実施されうる。内部評価は、行政データ
の組織的収集、職員・学生・卒業生からのフィードバックの収集、教員や学生
との正式な面談等が含まれる。外部評価には、学術の教授・学習の質を審査す
るチームによる学部の訪問、外部試験委員や外部機関による適格認定の活用等
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が含まれる。質の向上において重要なのは、内外の手続きが学生の学習改善に
活かされるよう保証することである。

第1サイクルの学位（first cycle degree）
第1学位サイクルの学習を成功裏に修了した場合に授与される高等教育資格。

ボローニャ宣言によると、第1学位サイクルの学習は通常、少なくとも3年間、
180 ECTS単位以上に相当する。

成績・評点（grade/mark）
個別のモジュールや科目、ないし学位プログラム全体の評価結果を示すため

に用いられる、明確に定義された基準にもとづく質的・量的指標。

高等教育（higher education）
高等教育とは、適切な後期中等教育機関の卒業証書、またはその他の適切な

職業資格、これまでの学習や経験の認定を受けた学生が履修するこのとのでき
る学術的な学習プログラムをさす。高等教育は、総合大学、専門大学、高等教
育機関、単科大学、職業専門学校等によって提供される。

所期の学習成果（intended learning outcomes）
所期の学習成果とは、学習者が学習のプロセスを修了した時点で習得してい

ることが期待される知識、理解、技能を意味し、大学教員によって定義される。
それは、所期の学習成果が習得されたかどうかを判断するのに適した評価基準
を伴っていなければならない。学習成果は、評価基準とともに、単位取得の要
件を明らかにするものである。そして単位取得の要件を満たしているか否かを
示すのが、成績である。明確な学習成果が整備されており、単位取得に求めら
れる達成度が正確に示されている場合に、単位の累積と互換は円滑に進む。
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水準（levels）
学習者が、（連続的な発達のプロセスで）順次にたどる一連の段階とみなさ

れている。水準は、プログラムに含まれる一連の一般的成果として示される。

水準指標（level descriptors）
水準指標とは、プログラムの各段階で期待される学習の深さと範囲を明示す

るものである。プログラムの各段階において、学習者に何を要求したり期待し
たりすることが適切かを判断する目安となる。水準指標は、複雑さ、相対化さ
れた要求、学習者の自律性という観点から、学習者、教員、カリキュラムにと
って指針となる。これらの一般的な指標は、専門分野にも、学習方法にも応用
することもできる。水準指標は、カリキュラムを編成したり、単位を配分した
り、妥当性を検証したり、経験にもとづく学習やプログラムの枠外の学習を認
定したり、教員研修を行ったりする際に役立つものである。

モジュール（module）
モジュールという用語の意味は、各国で異なっている。科目と同義の国もあ

れば、科目群を意味する国もある。チューニングでは、ECTSの定義を採用す
る。すなわちモジュールは、各科目に一定の単位数、ないしその倍数に相当す
る単位数が配分されている制度における科目として定義される。
【参照】科目

国家資格枠組（national framework of qualifications）
国家資格枠組は、国家あるいは教育制度のレベルにおける資格を単一の尺度

で表したものであり、国際的に理解されているものである。枠組には、該当す
る制度において授与されているすべての資格が記述されおり、整合性のある方
法で相互の関係が明らかにされている。代表的な事例は、アイルランドのもの
である（http://www.nqai.ie/en/）。
【参照】資格指標
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選択科目（optional course unit）
学位プログラムの一環として選択できるが、すべての学生に履修が義務づけ

られているわけではない科目またはモジュールをさす。教育制度によっては、
選択必修科目（electives）（あらかじめ指定されたリストから選択する科目）
と、完全に自由に選択することのできる科目を区別する場合もある。

資格（qualification）
権能をもつ組織によって承認された学習プログラムの修了を証明するために

発行される学位、免許、その他の証書。

資格指標（qualification descriptors）
資格取得の要件となる学習成果に関する一般的記述。国家資格枠組に定義さ

れた資格の主たる成果を表す明瞭な参照基準として、水準間の差異の本質を明
確にする。

参照基準（reference points）
専門分野別の学位プログラムの比較を可能にする、大綱的な指標。

追試験（resit examination（exam））
当初の日程で実施された試験を受験できなかったり、合格できなかったりし

た学生は、後日追試験を受験する機会を与えられることがある。追試験が行わ
れる場合、その結果が明らかになった後に、試験の合否が定められる。

第2サイクルの学位（second cycle degree）
第2学位サイクルの学習を修了した後に授与される高等教育資格であり、調

査研究をある程度含むことがある。修士号とよばれることが多い。通常、第1
学位サイクルの学位を取得した後に履修する。
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学生の学習量（student workload）
標準的な学習者が（特定の学位サイクルや水準で）、所期の学習成果を習得

するために必要と予想される時間（時間数に換算）。この時間には、学生が取
り組むことが求められているすべての学習活動が含まれる（たとえば、講義、
ゼミ、実習、自習、職場訪問、試験など）。

学習プログラム（study programme）
特定の学位を授与する要件とみなされている一連のモジュールや科目。コン

ピテンスの形で表され、所定の単位を取得するために習得されるべき学習成果
によって定義される。

指導教員（supervisor）
博士課程の学生の学習の経過を監視し、指導助言を与え、学位論文の評価に

関わることもある大学教員。
【参照】学位論文

教授と学習の方法（teaching & learning methods）
大学では、さまざまな種類の教授方法が採用されている。どの教授方法の組

み合わせが採用されるかは、教育の指導形態に強く規定されている（対面式教
育、遠隔ないし通信教育）。チューニング協議では、以下の一覧に示す教授方
法が明らかになった（これは、決して完全なものではない）。

⃝講義
⃝セミナー（小集団指導）
⃝チュートリアル（個別指導）
⃝研究ゼミナール
⃝演習授業・科目
⃝ワークショップ（教室で実施する実践的授業）
⃝問題解決学習
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⃝実験教授
⃝実演教室
⃝職場実習（インターンシップ・訓練制度）
⃝研修
⃝実地調査
⃝オンライン・遠隔学習または e-ラーニング（紙媒体の場合も、ICT媒体の

場合もある）
これらは代表的な方法、教授活動の類型の一覧にすぎない。なぜなら、それ

ぞれの方法がいかに実践されているかは、教員によって異なり、さらに一人の
教員の日々の実践のなかでも、教授の目的や学生の所期の学習成果によって異
なるからである。講義という方法も、形式や機能において、著しく異なる場合
がある。

大学で展開されている学習活動は、教授方法と同様に多岐にわたっている。
広く採用されている学習活動に関する以下の一覧（必然的に部分的にすぎな
い）は、教授と学習における選択肢の豊かさを示唆するものである。

⃝講義、セミナー、チューターによる個別指導、実験授業への出席
⃝問題解決学習の授業への参加
⃝ノートをとる
⃝図書館やオンラインで、適切な資料を検索する
⃝文献研究を行う
⃝文書その他の資料を読んで検討する
⃝要約する
⃝複合的な調査・個人研究・グループ研究を実施する
⃝技術的、数学的、実験技能の訓練を行う
⃝専門技能の訓練（看護・医学・教育等）
⃝一段と難解（資料の分量と複合性の観点から）なレポート・論文・学位論

文のための調査を行い、執筆する
⃝他の学生と協力して、レポート、設計、問題に対する回答を作成する
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⃝グループまたは個人で、口頭発表を準備して発表する
⃝他者の作品に対して建設的な批判を行い、他者から受けた批判を役立てる
⃝議長やメンバーとして、会合（たとえばセミナー）に参加して役立つ
⃝チームのリーダーや、有益なメンバーとなる

学位論文（thesis）
学位（通常は、第1サイクル学位、第2サイクル学位、博士の学位）授与の要

件である個人研究・課題・プロジェクトにもとづく、正式に提出された筆記式
の論文。

チューニング・プロジェクト（Tuning project）
チューニングは、大学主導のプロジェクトであり、高等教育機関および専門

分野のレベルにおいて、ボローニャ・プロセスを実践する普遍的なアプローチ
を提供することをめざすものである。チューニングの方法は、各ボローニャ・
サイクルにおいて、学習プログラムを（再）設計、実施、提供、評価する手法
を含んでいる。さらにチューニングは、コンピテンスの形で表現される学習成
果にもとづいて、参照基準を開発する基盤にもなる。チューニングでは、一般
的コンピテンスと専門分野別コンピテンスを区別しており、ますます多くの専
門分野において、サイクル（水準）指標を開発している。2000年に発足して以
来、欧州委員会による財政的・理念的支援を受けながら、ウクライナやロシア

（2006年～）を含むボローニャ・プロセス加盟国の大半で受け入れられている。
2003年には、中央・南アメリカの18か国を対象に、同様のプロジェクトである
チューニング・ラテンアメリカが発足した。このプロジェクトは、欧州委員会
のアルファ・プロジェクトの枠組のなかで経済的支援を受けている。
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